第１回　府中市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画推進協議会　議事録

１．日　時：平成19年2月7日(水)　午後１時30分～午後3時20分
２．会　場：市役所北庁舎３階　第５会議室

３．出席者：(委　員) 13名

和気会長、鈴木(眞)副会長、芦川委員、石渡委員、川口委員、川又委員
鈴木(恂)委員、田中委員、戸田委員、野島委員、能勢委員、平形委員、米田委員
　　　　　　(事務局) 12名

鎌田次長、岡主幹、鳥羽主幹、田添課長、峯尾課長補佐、村越係長、柏木係長、
石田主査、横道主査、山田主査、原田主事、浅野保健師

４．欠席者：田口委員
５．傍聴者：１名

６．議事前の流れ
１）開会あいさつ　（13:30）

○峯尾課長補佐(総合司会)
２）委員依頼
　　　○鎌田福祉保健部次長（市長代理）

３）市長あいさつ

　　　○鎌田福祉保健部次長（市長代理）

４）委員自己紹介　
名簿順

５）事務局紹介

６）会長・副会長選出　
　　　(1)役員決定

　　　　会　長：和気康太

　　　　副会長：鈴木眞理子

　　　(2)役員挨拶
　　　(3)協議依頼書の伝達　
　　　　○鎌田福祉保健部次長　
７）傍聴希望者入場　（13:47）
７．議事内容 
　進行役：和気会長

(1)府中市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画推進協議会の概要説明　(13:48)
【説明】　資料４
○事務局
高齢者保健福祉計画は、老人福祉法の「市町村老人保健計画」及び「市町村老人福祉計画」に基づき又、介護保険事業計画は、介護保険法に基づき計画の設置が義務付けられている。
今回の府中市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画推進協議会では、計画推進の協議と平成21年度から23年度までの３年間の次期計画についての協議をして報告書を提出していただきたい。
報告書の提出は、平成20年12月に報告、その報告を参考に事務局が計画を策定、平成21年４月より府中市高齢者保健福祉計画・第４期介護保険計画を実施と考えている。

　　　　協議内容は、「府中市高齢者保健福祉計画に関する事項」及び「府中市介護保険事業計画に関する事項」委員の任期は、本日より21年度まで。
協議会の開催回数は、今年度１回、平成19年度は４回程度を予定。
※趣旨、組織等、本協議会の内容については、要綱(資料４)を参照のこと。
○進行役
現在、新しく盛り込まれた地域密着型サービスや介護予防など目標達成のために、各自治体は努力をしているところである。厚生労働省も特定高齢者数の見込みが外れていることなどもあり、市としてもフレキシブルに対応していかなければならない。
　　　今回はこの事業計画の進行管理を行いつつ、次回の計画へつなげていくための評価を、計画に加え実行させていくことが大切である。

【質疑応答】特になし

(2)府中市福祉保健計画との位置づけ　(13:54)

【説明】　資料：　府中市総合計画検討協議会(案)
○事務局
　　　総合計画は第5次で見直しが行われている、平成20年から25年までの6年間。

　　　府中市福祉計画は「社会福祉法第107条」に規定された地域福祉計画として位置づけられるものであり、具体的には福祉計画各分野の高齢者・障害者・子育て・地域づくりを通じた基本理念を協議していただく。一体とした形で福祉計画を策定していきたい。

6か年と3か年でそれぞれ整合性をもって行えるように、府中市福祉計画の期間は平成21年から26年、各分野の計画は平成21年度から23年度にあわせる形となっている。

それぞれが独立した理念を検討し、総合計画と整合性をもった内容で分野計画をしていただければと思っている。

府中市福祉計画検討協議会へ各部門の代表2名を選出、それに医師会・府老連･自治会等の委員を加え、府中市の福祉の理念を計画していただく。
この協議会はおおむね年3回の予定で、第1回は平成19年度の7月を検討している。ここでアンケートの案等も提示するので検討いただくこととなる。府中市福祉計画の部分はコンサルを導入予定。
平成19年・20年の2か年で、4つの分野計画と総合計画を立案できればと考えている。

地域福祉推進課はスタートとまとめの部分について関わらせていただくが、４分野はそれぞれの担当課で関わらせていただく。
街づくり推進審議会は、これまでハードでバリアフリー化、街のユニバーサルデザインで関わってきたが、19年度からはソフト面、人と人との繋がりをテーマとして取り組む予定。

【質疑応答】

『質問Ａ』
府中市福祉計画に対する協議会も設置され、私達の依頼されている協議会もそれぞれ設置されている、同じ時期での検討課題になっているが、それぞれの４つの委員会は平行して進んでいるのか？他の3分野も同じ時期にスタートしているのか？

　『回答Ａ』
高齢者は本日が初回、福祉のまちづくり推進審議会は4月19日が１回、障害者は7月ごろが第1回、それぞれ開催時期は異なっている。アンケートやテーマについては時期をほぼ同じにしていけたら。福祉計画の検討協議会で各分野に検討してもらう事項を決め進めていければと思っているが、進め方も検討されるものと思っている。

　
『質問Ｂ』
野口市長からの依頼内容の部分と今説明いただいた理念からのアンケートを中心にした作成の関係の部分について、第3期の計画の進行管理や評価を踏まえて、この協議会としてアンケート項目等の意見を述べて次期の計画にもっていくのか。私達の協議会との関係性と流れは？

　『回答Ｂ』
①これまで計画策定の時期は終了年度に単年度で行われてきたが、府中市福祉計画は今回2か年に渡って策定予定。このため、アンケートを初年度に行い、十分内容を検討して計画を策定していきたい。
推進協議会は常設なので進捗状況を常にみていくという意味から、効果的な時期を捉えてアンケートを実施していきたい。時期や進め方も当然協議会の中でのテーマにもなり検討議論されるものと思われる。
各分野別の委員会の意見が反映されるものと思われる。
②高齢が常設でスタートしているが、障害等未定の部分がある。アンケートに関してももう少し福祉部内で時期を決めて、それぞれ間に合うようにしていきたい。
まずは他の状況を把握し部内で調整したうえで部会の中でご意見いただいたものをアンケートに反映させていきたいと考えている。

『意見Ｂ』

①前回の策定は1年間で立てた、じっくりとデータを読み込む前に計画を立てなければならなかったため、今回は余裕を持って実態調査を行いニーズを汲み取りたい。　
　　　
②アンケート実施でコンサルが介入して時期も決められてしまうと、そちらに協議会が引きずられてせっかくの各分野から構成されているココでの意見が、必ずしも反映しきれないもどかしさを感じたので、今回はよろしくお願いしたい。
　『質問Ｃ』

高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画推進協議会と府中市福祉計画検討協議会でやることの繋がりよく見えない。ここで何を検討して、どういう流れを汲んでいくのか？
アンケートは府中市福祉計画検討協議会の方でやるアンケートなのか？高齢者福祉計画・介護保険事業計画推進協議会ではアンケートはやらないのか？

　『回答Ｃ』

アンケートの対象は全ての分野。一緒に実施して、効率的に分析、対応できればと思っている。このためタイミングを合わせて行っていった方がより効果的だと提案していきたい。

各分野は府中市福祉計画の基本理念に立って、各計画に反映されているもの。
　『質問Ｄ』

この協議会は府中市福祉計画検討協議会の1つの部会として協議事項を協議する場なのか？独立して高齢者介護保険関係部分を協議する中でその福祉計画に関する部分を一部協議する場なのか？
　『回答Ｄ』　　
それぞれ独立したものであるが、福祉計画検討協議会には各部門の代表者を選出していただき、そこで福祉計画の理念の話合いをしていただきたい。
　『質問Ｅ』
　　　　　　民間ではまず理念があってその下に実施、そのほうが分かりやすいと思うが。
　『回答Ｅ』

高齢者保健福祉計画、介護保険事業計画、府中市福祉計画もそれぞれの法律にもとづいて作成するので、各策定協議会が、そこからそれぞれの共通点をみつけてトップダウンという民間のイメージではなく、ボトムアップで協議することが必要。
　『質問Ｆ』　　
　　　　府中市の福祉計画は他の自治体と比べて府中市の独自性があるのか？
　『回答Ｆ』

このようなスタンスで計画を策定しているのは非常にめずらしい。それぞれの分野は根拠法に基づいて計画が策定されている、縦割りなのだが、それを集めて統合して長期的なビジョンをみて、福祉行政にとりくんでいるのは珍しいと言える。

　『意見Ｆ』

①2期3期と参加しているが、ボトムアップじゃないと駄目。3期の評価は必ず行わなければならないと思っている、それをどの時期に行うか。

また、アンケートあり気でやっていくと失敗する、理念が大事であってそれをこの協議会で決めていけたらと思う。３期でアンケートがばたばたしたのでその反省を踏まえて行っていけたらと思う。　　
②それぞれの４つの分野は、どういったサービスが必要かニーズ調査（アンケート）中心となる。福祉の街づくりは利用者サイドではなく、サービスに取り組むボランティアやNPO法人や事業者や住民が、どのように考えているのかを調査アンケートしていくもの。
それぞれの協議会ごとに調査の種類がことなる。ばらばらやっていくよりは、それぞれをリンクさせて調査できればという考えだと思う。
この協議会はこれまでの評価と次の策定に向けた要介護高齢者や高齢者一般利用者に対して調査を行っていくことになると思う。
　『質問Ｇ』
府中市は形の上では優等生的なものになっていると思う。他の自治体の実態を知っているが、やはり無理があって、福祉計画を全体の傘にすることは難しい。

４分野のエッセンスを集めようとしているのはいいと思ったが、総合計画は福祉計画を必ずしも踏まえてはなっていないように思う。最後の太いルートは実態的にはできていなように感じる。自治体は住民の意見を反映させるため、ボトムアップに力を入れているところであるが。

委員会3回でアンケート評価・ニーズ調査・プランニングに反映してやっていく、とのことなのでこの委員会の責任は大きいと感じる。

アンケートを共通して行いたいとのことだったが、４部門戦略的に色々問題があるだろうから、やりかたをどのように考えているのか？
　
『回答Ｇ』　
内容は決まっていない。時期も未定。流れ的に一朝一夕に行うことは難しいと思っている、じっくり部門ごとに検討していただき、時期も決めていきたいと思う。
この件については、それぞれの課の温度差があるので部内で調整する。
　『意見G』

アンケートは前回、府中市福祉計画検討協議会で各分野の調査を行ってもらい、その調査項目結果は個々のところでまとめていった。
府中市福祉計画検討協議会で十分検討してもらって、一括して行ってもらったほうがよいのではないか。　
理念の話は、府中市高齢者保健福祉計画・府中市第３期介護保険事業計画（薄緑の冊子）の7ページに記入してあるもの、計画は福祉計画の基本理念を踏まえた上で作られている。

今回は府中市福祉計画検討協議会と、連携しつつ進んでいくのではと思っている。
我々の担当の高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画推進協議会でのエッセンスを府中市福祉計画検討協議会にあげ、それを代表の20名の委員が理念を作るといった方向でよいと思う。

　　  　　具体的なことについては事務局中心に詰めていただく。
(3)府中市高齢者保健福祉計画・府中市第3期介護保険事業計画の現状と課題　(14:45)

【説明】（資料：高齢者保健福祉計画・第3期介護保険事業計画　府中市　薄緑の冊子）
○事務局
　　資料の冊子を基に体系と目標、及びそれぞれの現状と課題について説明。
　　　①施策の目標と体系　（P.8～9参照）
②利用者本位のサービスの実現のために　(P.23～)
認知症高齢者の増加に伴い判断能力が十分でない人に対してのサービスの利用援助を行う権利擁護体制を整備することが必要との課題が挙げられ、平成18年10月より社会福祉協議会に権利擁護センターを委託開設。

③介護予防を進めるために　(P.28～)
平成18年4月にいきいきプラザ内に介護予防推進センターの開設。
生活に密着したサービスを提供。
④安心して暮らし続けるために　(P.35～)
認知症高齢者の増加に伴い介護者負担軽減、認知症グループホームの整備。
⑤地域で支える福祉をめざして　(P.50～) 
団塊の世代も経験や知識を生かした活動に対して意欲的。今後10年で一気に高齢者も増加し、要介護者や認知症高齢者も増加すると予想される。
　　　　　　　このため支え合い、在宅介護支援センターによるニーズ発見、見守りネットワークの充実が課題。包括と在支の連携と見守りネットワークの推進。
⑥ともに暮らす地域をめざして　(P.53～) 
高齢化が一気に進むことが予測されるため、健康維持活動やボランティアなどの社会貢献活動など、生きがいを持って活動できる場の充実や機会の提供が課題。

生きがい活動への支援や就業支援。

⑦重点施策と基盤整備の状況　(P.60～）
重点施策としては、介護予防推進センターを中心とした介護予防事業の推進、介護予防事業の充実は包括や介護予防コーディネーターとが連携し実施。介護予防サポーター制度の創設など。
福祉空間整備計画として、市町村整備計画＝地域密着のサービスを。
【質疑応答】

『質問Ａ』
歯科医の立場から口腔ケアや栄養改善などの関わりがあるが、平成18年度から開始された地域支援事業は、平成19年度からは具体的にどのように実施していく予定なのか？
『回答Ａ』
地域支援事業については、包括支援センターで行うことになっている。
国が昨年立ち上げて実施になったが、実際はよく見えていない。特定高齢者については25のチェック項目に基づき抽出することになっているが、ある程度様子をみて行っていく。
府中市は医師会へ作った基本チェックリストを、７月から９月に成人健診に合わせて行っている。この分析結果が年明けに出る予定なので、平成19年度は案を立ち上げて予算の提案を行っているところである。
府中市としては、これまでどおり一般高齢者に重点を置いて行っていく予定。
　『質問Ｂ』

介護予防に関しては、包括を市の直営にしたことをはじめとして、府中市は他市と比べて混乱は少ないように感じる。制度の見直しは財源の規制でもあり、ケアマネもその制限の中で計画を立てなければいけなくなっている。予想以上に国が厳しいと感じているが、市としてはどのように感じているのか？

『回答Ｂ』

①この見直しによって事業も増えて選べるメニューは沢山あるが、その裏にはコストの問題がついてまわり、結局は経済弱者が取り残されているのではないか。
時間が経てばこの問題も顕在化して、国としても問題視されてくるのではないか。

②介護認定の実際の状況について。
認定区分の変更に伴って「要介護１」の方の多くが「要支援２」へ、府中市は６割まではいかなかったが５割程度の方が予防サービスに移行した。
これにより介護サービスが受けられない方が増加し、区分変更も昨年度の1.5倍の申請者数となっている。
　　『意見Ｂ』
区分の変更によってサービスが受けられず、困っている方が増えたのは今の問題であり、持続可能なものとするにはコスト面もみていかなければならない。自治体としてできるできないがあるだろうが、実態をみて協議会でも議論できればと思う。
８．その他　(15:05)
　１）市政ディレクターについて

　　○和気会長
市政ディレクターは、市長に直接提言することができる。
私は高齢社会の団塊の世代対策について担当。

現在、２つの主眼があり、１つ目は内部的から、従来の福祉行政でよいのか？ドラスティックな変化に合わせた問題・課題を考える良い機会であるととらえる。２つ目は市役所の外に出て、近隣の活動を知ることや市内の事業所(社会福祉協議会やＮＰＯなど)で、将来的な展望についての意見交換を行ったりしている。
2007年問題として800万人が地域に戻ってくるが、これらの人はアクティブに10年位は生活されるだろう。高齢者は65歳以上になれば高齢者、70歳以上になれば後期高齢者とされているが、概念を考え直す必要があると感じる。この世代は、前後と比べれば前向きな方が多いのではないか、競争の中で生きてきた等の世代としての特徴もあり。
老人クラブやデイサービスの活動内容も、今までとは違ってくるのではないかと考えられる。
今までの対策以外の受け皿となるものへ市の側面的サポートをし、世代のパワーを引き出す（ＮＰＯに支援を広げていく等）ことで地域活性化することも市として重要なのではないか。
団塊の世代対策と仰々しくするのではなく、極めて自然にサポートすることが必要。
対策については都内でも分かれていて、市民活動ラインか福祉対策ラインの２つで考えられているので、府中もどちらのラインで行っていくか決めていく必要がある。どの自治体もこれ！といった対策がない現状なので、府中市もモデル的にいろいろと行っていけばよいと思う。
また、協議会でも報告できると思う。
２）次回開催日時について

　　　平成19年5月24日(木)13:30～15:00
９．おわり挨拶　(15:19)
　○峯尾課長補佐

10．決定事項

　・会長、副会長

　・次回の開催日

〔終了〕　(15:20)
　

文責：介護支援係　浅野
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